
　
九
月
三
日

　
昨
夜
は
午
前
三
時
迄
原
稿
書
き
。
今
日
は
七
時
起
床
で
残
り
を
書
き
上
げ

た
。
十
時
三
〇
分
次
女
友
美
東
南
ア
ジ
ア
旅
行
か
ら
帰
る
。
こ
れ
で
一
応
家

族
ら
し
き
は
全
員
そ
ろ
っ
た
事
に
な
る
。
十
二
時
半
Ｇ
Ａ
杉
田
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
。
十
四
時
学
部
三
年
設
計
製
図
課
題
提
出
。
十
五
時
来
客
。
十
六
時
力
の

意
志
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

　
久
し
振
り
に
馬
場
照
道
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。
佐
藤
健
の
事
が
心
配
だ
。

十
八
時
世
田
谷
村
に
て
北
海
道
十
勝
の
後
藤
氏
と
打
合
わ
せ
。
会
食
。
ま
だ

ま
だ
若
い
ス
タ
ッ
フ
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
会
わ
せ
ら
れ
な
い
こ
と
を
痛
感
す

る
。

　
九
月
四
日

　
聖
徳
寺
現
場
檜
垣
が
一
人
残
っ
て
い
る
。
富
士
山
の
あ
の
高
度
で
は
朝
夕

は
寒
い
だ
ろ
う
。
真
昼
屋
上
菜
園
に
上
り
散
水
。
本
当
は
こ
ん
な
時
間
に
水

を
ま
く
の
は
良
く
な
い
の
は
知
っ
て
い
る
ん
だ
が
、
た
だ
た
だ
今
日
は
ど
う

し
て
も
水
を
や
り
た
か
っ
た
。
何
故
か
な
。
十
五
時
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
打

合
わ
せ
。
十
七
時
過
大
岡
山
東
工
大
へ
。
篠
原
一
男
の
東
工
大
百
周
年
記
念

館
を
初
め
て
見
た
。
写
真
の
印
象
と
は
少
し
違
う
建
築
だ
っ
た
。
こ
の
作
家

は
空
間
を
主
題
に
し
て
い
な
い
。
フ
ォ
ル
ム
に
問
題
を
集
中
さ
せ
て
い
た
事

が
わ
か
っ
た
。
目
に
見
え
る
事
を
一
生
懸
命
追
っ
て
い
た
ん
だ
な
。
六
角
鬼

丈
仙
田
満
と
設
計
教
育
に
つ
い
て
座
談
。
東
工
大
の
機
関
紙
「
華
」
ら
し
い
。

教
育
の
問
題
は
近
代
以
降
の
建
築
の
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
て
論
じ
な
け
れ

ば
意
味
は
な
い
。
日
本
建
築
学
会
長
仙
田
満
は
総
じ
て
拡
張
論
者
で
あ
る
事

が
知
れ
た
。
今
拡
張
を
唱
え
る
事
は
少
し
時
代
に
鈍
い
感
性
の
持
主
だ
と
思

う
が
、
ど
う
か
。
学
会
長
は
デ
ベ
ロ
パ
ー
的
志
向
が
お
あ
り
の
様
だ
。
六
十

一
才
に
な
っ
た
六
角
の
肩
に
は
芸
大
の
建
築
学
科
の
将
来
が
か
か
っ
て
い
る

な
。
世
田
谷
に
夜
中
帰
る
。
嘉
納
先
生
よ
り
電
話
あ
り
。
稲
門
建
築
会
の
件
。

他
人
の
振
り
み
て
我
振
り
直
せ
。
早
稲
田
建
築
の
将
来
も
難
問
山
積
み
だ
。

し
か
し
な
が
ら
単
騎
独
行
の
私
が
こ
ん
な
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
現
状

に
は
我
な
が
ら
苦
笑
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
九
月
五
日

　
今
日
は
チ
ョ
ッ
と
ゆ
っ
く
り
さ
せ
て
も
ら
お
う
。
朝
、
富
士
山
に
い
る
檜

垣
か
ら
電
話
。
住
職
と
も
話
す
。
何
が
起
き
る
か
不
明
で
あ
る
。
ゆ
っ
く
り

ゆ
っ
く
り
進
め
た
方
が
よ
い
。
霊
園
は
。
ド
イ
ツ
の
グ
ラ
イ
タ
ー
氏
が
　
　

を
取
得
し
た
の
は
喜
ば
し
い
。
本
格
的
な
理
論
家
へ
の
径
を
歩
く
こ
と
を
望

ん
で
や
ま
な
い
。
午
前
午
後
共
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
い
た
の
で
疲
れ
た
。
地
下

の
連
中
も
早
く
帰
っ
た
よ
う
な
の
で
、
私
も
早
め
に
休
も
う
。
十
二
時
前
寝

る
。

　
九
月
六
日

　
九
時
過
地
下
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
昼
過
大
学
へ
。
世
田
谷
村
一
Ｆ
に
石
山
研

で
作
っ
て
流
通
さ
せ
て
い
る
モ
ノ
の
チ
ョ
ッ
と
し
た
展
示
小
屋
を
作
る
こ
と

を
決
め
た
。
問
い
合
わ
せ
は
少
な
く
な
い
の
だ
が
、
実
物
を
見
て
触
れ
る
事

が
で
き
る
場
所
が
必
要
だ
。
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